
新 周 20・

困
因
囚
執
行
部
け
ん
制

愛
知
県
の
大
村
秀
章
知

事
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
が
十
四
日
、
名
古
屋
市

内
で
開
か
れ
、
民
主
党
の

小
沢

一
郎
元
代
表
が
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
。
名
古

屋
市
の
河
村
た
か
し
市
長

も
、
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に

先
立
ち
、
小
沢
元
代
表
と

市
役
所
で
会
談
し
た
。

次
期
衆
院
選
で
は
、
大

村
知
事
は
独
自
候
補
擁
立

を
視
野
に
入
れ
、
河
村
市

長
は
自
ら
率
い
る
減
税
日

本
の
候
補
を
各
地
に
た
て

る
と
明
言
し
て
い
る
。
両

者
と
も
小
沢
元
代
表
と
の

親
密
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

３
者
連
携
ア
ピ
ー
ル

衆
院
選
で
の
連
携
の
可
能

性
を
示
唆
す
る
こ
と
で
、

中
央
政
界
で
の
存
在
感
を

高
め
る
狙
い
が
あ
る
。

パ
ー
テ
ィ
ー
で
大
村
知

事
は

「霞
が
関
の
解
体
や

大
都
市
の
自
立
、
道
州
制

実
現
な
ど
は
小
沢
先
生
と

合
意
し
て
い
る
」
と
政
策

の
近
さ
を
力
説
し
た
。
小

沢
元
代
表
は
あ
い
さ

つ
で

「
将
来
の
日
本
に
と

っ
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
リ
ー

ダ
ー
だ
」
と
、
知
事
を
持

ち
上
げ
た
。
来
賓
席
に
座

っ
た
河
村
市
長
に
も
触
れ

「
知
事
、
市
長
と
も
東
京

に
来
た
際
に
は
私
の
所
に 因

四
剛
因
中
央
に
存
在
感

寄

っ
て
い
た
だ
き
、
党
派

を
超
え
て
意
見
交
換
を
し

て
い
る
」
と
明
か
し
た
。

非
公
開
で
行
わ
れ
た
名

古
屋
市
役
所
で
の
会
談
で

は
、
河
村
市
長
は
元
代
表

に

「脱
原
発
、
反
増
税
で

力
を
合
わ
せ
た
い
」
と
訴

え
、
理
解
を
得
た
と

い

う
。
会
談
後
、
河
村
市
長

は
記
者
団
に
次
期
衆
院
選

大村秀章愛知県知事〇のパーテ イニで談笑す

魯量幸量2雀督軍覆予袋香冨需滉雰無拿杉モ
で

「協
力
で
き
る
」
と
強

調
し
た
。

復
権
を
目
指
す
小
沢
元

代
表
に
と
っ
て
今
回
の
名

古
屋
訪
間
に
は
、
知
名
度

の
高
い
二
人
と
の
近
さ
を

ア
ピ
■
ル
し
、
党
執
行
部

を
け
ん
制
す
る
狙
い
が
あ

る
。
た
だ
、
三
者
が
実
際

に
衆
院
選
で
連
携
す
る
か

は
不
透
明
だ
。

小
沢
元
代
表
に
近
い
民

主
党
議
員
は
選
挙
基
盤
が

弱
く
、
元
代
表
が
党
を
離

れ
る
の
は
難
し
い
と
の
見

方

は

根

強

い
。

大

村

知

事
、
河
村
市
長
と
も
候
補

擁
立
の
作
業
は
具
体
的
に

は
進
ん
で
い
な
い
。
減
税

日
本
内
部
に
は

「
小
沢
さ

ん
に
は
ダ
ー
テ

ィ
ー
な
イ

メ
ー
ジ
が
ぁ
る
」

（
あ
る

名
古
屋
市
議
）
と
連
携
に

消
極
的
な
意
見
も
あ
る
。


